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1 事業概要 
（1） 事業名 

和倉温泉めぐる七尾湾里海プロジェクト 

 

（2） 事業目的 
七尾湾は風光明媚な景観を有し、希少な生物が生息する藻場環境を抱える重要な里海

である。近年は高水温などの影響でアマモをはじめとする藻場の減少が進み、海への

関心の希薄化、保全活動の担い手不足、多様な関係者の連携不在が課題となってい

る。 

本事業では、七尾湾全域を対象に、沿岸モニタリングや市民参加型の保全活動、体験

型観光プログラムの整備などを通じて、地域住民・観光業者・漁業者・行政が連携し

た体制を検討することで、持続可能な里海づくりの推進を図ることを目的とした。 

 

（3） 事業内容 
実施した事業は下記のとおり 

① 七尾湾里海づくりビジョンの策定 

② 地域参加型モニタリング体制の検討 

③ 七尾湾里海インタプリターの育成 

 

（4） 発注機関 
公益財団法人国際エメックスセンター 

 

（5） 請負者（実施団体） 
和倉温泉創造的復興まちづくり推進協議会 

 

（6） 事業実施期間 
令和 7年 9月 19日から令和 8年 2月 27日まで 
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2 事業の取組内容及び成果 
（1） 七尾湾里海づくりビジョンの策定 

七尾湾における里海づくりのビジョンについて専門家・宿泊事業者・漁業関係者

等の関係者を集めて会議を開催し、地域の関係者が連携しながら里海づくりを継続

していくための体制について検討すると共に、検討内容を「七尾湾里海づくりビジ

ョン」として取りまとめる。 

 

  開催日程 

開催日程 検討項目等 
9月 19日

（金） 

13:30-15:00 

第 1回意見交換会 七尾湾の現状の共有 

和倉温泉の目指す里海づくり 

多様な立場の共通理解と現状把握 
10月 20日

(月) 

13:30-15:00 

第 2回意見交換会 ビジョンの具体化と基本方針の整理 

11月 18日

(火) 

13:30-15:00 

第 3回意見交換会 実行計画と推進体制の検討 
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1) 第 1回 七尾湾の里海づくりに関する意見交換会 

①目的 

・里海づくりに関する意見交換会の目的について 

・七尾湾におけるアマモのモニタリングについて 

・七尾湾の藻場と藻場に生息する生物について 

・七尾湾の里海づくりに関する意見交換 

 

②実施状況 

日時：令和 7年 9月 19日（金）13:30-15:30 

場所：七尾市和倉温泉お祭り会館 2階大会議室 

出席者名簿：以下表の通り 

＜構成メンバー＞ 

名前（敬称略） 所属 

池森 貴彦 石川県水産総合センター 企画普及部長 

寺内 元基 公益財団法人環日本海環境協力センター 副主幹研究員 

登美 鈴恵 一般社団法人わくわく自然科学館 館長 

竹口 慶太  石川県漁業協同組合七尾支所 課長 

遠藤 敦 一般社団法人ななお・なかのと DMO 専務理事兼事務局長 

平野 正樹 和倉温泉観光協会 事務局課長 

多田 健太郎 多田屋 代表取締役社長 

清水 将太 サンライズアウトドア 代表 

髙木 美里 環境省 中部地方環境事務所環境対策課  

里海づくり推進専門官 

 

＜オブザーバー＞ 

名前（敬称略） 所属 

長川 大 国土交通省 北陸地方整備局 能登港湾空港復興推進室 

副室長 

柳 優 七尾市産業部農林水産課 課長補佐 

鈴ヶ嶺 英作 石川県漁業協同組合 購買事業部 資材課係長 

古川 考次 合同会社 SeaTruth 代表社員 

 

＜事務局＞ 

名前（敬称略） 所属 

柿島 一平 能登 DMC合同会社 

小山 基 和倉温泉創造的復興まちづくり推進協議会 

宮田 清孝 和倉温泉創造的復興まちづくり推進協議会 

 

 

③結果 

1. 目指す“里海”像 

1. 「子どもたちが自分たちも楽しめる海を次世代に残す」という価値に共

感が広がった。 
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2. 生態多様性と利用（漁・観光・釣り）の両立を目指す。敷石の“有／

無”、浅場／やや深場、砂泥／岩礁の環境多様性のモザイクを肯定。 

2. 再生の現実解 

● アマモの全面的復元は難易度が高い一方、コアマモの拡大・保全は実装

可能性が高い仮説として、当面の重点ターゲットとする。 

3. モニタリングの進め方 

● NPECの年 2回（6月・10月）観測と、協議会主導の市民参加型観測（3–9

月中心）を組み合わせ、SUP＋Deeper＋GoProのライン観測を標準化。簡

易マニュアル化を令和 7年度のゴールに据える（事業資料の方針と整

合）。 

 

 
 

  



6 

 

2) 第 2回 七尾湾の里海づくりに関する意見交換会 

①目的 

・七尾湾のアマモ場再生に向けた、先行事例の紹介 

・七尾湾におけるアマモのモニタリングについて 

・アクティビティセンターの運営モデル・ハブ機能について 

・地元の小中学生や観光客に対する具体的な取り組みについて 

 

②実施状況 

日時：令和 7年 10月 20日（月）13:30-15:30 

場所：七尾市和倉温泉お祭り会館 2階大会議室 

出席者名簿：以下表の通り 

＜構成メンバー＞ 

名前（敬称略） 所属 

登美 鈴恵 一般社団法人わくわく自然科学館 館長 

竹口 慶太  石川県漁業協同組合七尾支所 課長 

竹内 大生 石川県漁業協同組合七尾支所 運営委員長 

平野 正樹 和倉温泉観光協会 事務局課長 

多田 健太郎 多田屋 代表取締役社長 

多田 直未 ゆけむりの宿美湾荘 代表取締役社長 

清水 将太 サンライズアウトドア 代表 

髙木 美里 環境省 中部地方環境事務所環境対策課  

里海づくり推進専門官 

 

＜オブザーバー＞ 

名前（敬称略） 所属 

長川 大 国土交通省 北陸地方整備局 能登港湾空港復興推進室 

副室長 

山本 あおい 七尾市交流推進課 課長補佐 

鈴ヶ嶺 英作 石川県漁業協同組合 購買事業部 資材課係長 

 

＜事務局＞ 

名前（敬称略） 所属 

柿島 一平 能登 DMC合同会社 

小山 基 和倉温泉創造的復興まちづくり推進協議会 

宮田 清孝 和倉温泉創造的復興まちづくり推進協議会 

 

 

③結果 

1. アマモ場造成の手法とモニタリング体制 

● アマモ場造成の先行事例が示され、様々な造成プランの内、七尾で実行

可能な造成プランを検討する必要が示された。 

● モニタリングについて、SUPを利用したモニタリングは地元住民・観光客

向けの単発イベントとしても利用可能であるとされた。一方で、モデル
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事業期間中に市民参加型だけではない、恒常的なモニタリング体制を確

立する必要があることが示された。 

 

2. アクティビティセンターについて 

七尾ならではのアクティビティを提供する施設として構想が示され、同

時にその自走に至るまでの資金計画や、検討を要する個別の提案がなさ

れた。 
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3) 第 3回 七尾湾の里海づくりに関する意見交換会 

①目的 

・第 2回七尾湾の里海づくりに関する意見交換会結果概要 

・七尾湾における里海づくりのビジョンについて 

・護岸復旧工事における親水施設についてのビジョンについて 

 

②実施状況 

日時：令和 7年 12月 1日（月）13:30-15:30 

場所：七尾市和倉温泉お祭り会館 2階大会議室 

出席者名簿：以下表の通り 

＜構成メンバー＞ 

名前（敬称略） 所属 

寺内 元基 公益財団法人環日本海環境協力センター 副主幹研究員 

登美 鈴恵 一般社団法人わくわく自然科学館 館長 

竹口 慶太  石川県漁業協同組合七尾支所 課長 

平野 正樹 和倉温泉観光協会 事務局課長 

多田 健太郎 多田屋 代表取締役社長 

黒川 恭平 レストランブロッサム 

清水 将太 サンライズアウトドア 代表 

髙木 美里 環境省 中部地方環境事務所環境対策課  

里海づくり推進専門官 

 

＜オブザーバー＞ 

名前（敬称略） 所属 

長川 大 国土交通省 北陸地方整備局 能登港湾空港復興推進室 

副室長 

山本 あおい 七尾市交流推進課 課長補佐 

鈴ヶ嶺 英作 石川県漁業協同組合 購買事業部 資材課係長 

 

＜事務局＞ 

名前（敬称略） 所属 

柿島 一平 能登 DMC合同会社 

下地 三紗子 株式会社ノトツグ 

小山 基 和倉温泉創造的復興まちづくり推進協議会 

宮田 清孝 和倉温泉創造的復興まちづくり推進協議会 

 

 

③結果 

大きな異論はなく、里海ビジョン案・親水施設案とも方向性として概ね支持 

【修正ポイント】 

1. ビジョン文言の簡潔化 

2. 山との関係性の明記 

3. 漁業影響や素材検討など、具体設計に向けた調整点の整理 

4. 1% for 里海の運用設計（旅館との調整） 
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（2） 地域参加型モニタリング体制の検討 
七尾湾の里海づくりにおいて、アマモをはじめとする藻場の保全および回復状況

を把握するためには、継続的なモニタリングが不可欠である。本事業では、専門家

だけでなく、地域住民や観光客、漁業者、観光事業者等が参加できる地域参加型モ

ニタリング体制の構築を検討した。市民参加型とすることで、「親水空間をみんな

でつくる」という意識の醸成や、アマモ場と漁獲高の関係に対する地域社会の理解

を深めることを目的とした。また、自然共生サイト（OECM）の登録や J ブルークレ

ジットの申請に必要となる、科学的データの蓄積も視野に入れて検討した。 
 

① モニタリング手法の検討と解析ソフトウェアの開発 

七尾湾西湾のアマモ生育エリアは水深が浅い場所が多く、一般的な調査船を用い

た観測が困難である。そのため、SUP（スタンドアップパドルボード）、Deeper（モ

バイル魚群探知機）、GoPro（水中撮影用アクションカメラ）を組み合わせた機動的

なライン観測を標準的な調査手法として検討した。さらに、市民や関係者が取得し

た Deeper のデータを効果的に解析・可視化するため、「Deeper データ解析ソフト

ウェア」を新たに開発した。 

A) 使用する機材の構成 

水深が浅く調査船が入りにくいエリア（七尾湾西湾など）でも機動的に調査でき

るよう、以下の 3つを組み合わせた手法を用いる。 

 

• SUP（スタンドアップパドルボード）： 調査の移動手段として使用する。 

 

• Deeper（モバイル魚群探知機）： SUPに装着し、水深、水温、海底からの反

射強度（藻場の広がり）をリアルタイムで記録する。 

 

• GoPro（水中撮影用アクションカメラ）： 実際の藻場の状態を映像として記

録・可視化する。 

 

 
SUPによる調査風景 

 
SUPの下部に設置した GoProと

Deeper 
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B) 観測の手順（ライン観測） 

 

• 調査方法： SUPで対象エリア（和倉温泉周辺や舟尾川、二宮川河口付近など

の重点観測地点）の海上を移動しながら、連続的にデータを取得する「ライ

ン観測」を行う。 

 

• 体験との融合： SUP事業者（里海インタープリター）のガイドのもと、市民

や観光客が自ら Deeperを操作し、タブレット等でリアルタイムの水中環境

（魚の有無や水深）を観察しながら進むことで、楽しみながら調査を実施す

る。 

 

C) 解析ソフトウェアの開発及びデータの処理と解析（NPEC との連携） 

市民や関係者が取得した Deeperのデータを効果的に解析・可視化するため、

「Deeperデータ解析ソフトウェア」を新たに開発した。本ソフトウェアは、Deeper

から取得されるデータ（sonar.csv、bathymetry.csv）を読み込み、GPS補間や海面

ノイズの除去を行った上で、アマモの密度を自動算出する機能を備えている。これ

により、ソナー反応グラフやアマモの密度分布図、航跡図のプレビューおよび画像

保存が可能となり、衛星解析用データ（メッシュ集約データの CSV出力等）への変

換が容易に行える環境が整備された。 

 

• データ抽出とマッチング： Deeperから取得した「反射強度のデータ

（sonar.csv）」と「位置情報・水深・水温のデータ（bathymetry.csv）」を

時刻でマッチングさせる。 

 

• アマモの有無の判定： AI（Gemini等）を活用し、海底直上の反響強度の閾値

（例：50〜200など）を設定することで、アマモ（コアマモ）が存在するかど

うかを大まかに判定する「アマモインデックス」を作成する。 

 

• Seagrass Mapperでの公開： クラウド型藻場マッピングツール「Seagrass 

Mapper」にデータをアップロードし、人工衛星の画像データ等と組み合わせ

て、藻場の分布状況を地図上で可視化・共有する。 
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アプリのマップ表示 



13 

 
アプリのメニュー画面 



14 

 
ソナーから取得したデータの表示 

 

D) 役割分担とフィードバック 

マニュアルでは、専門知識を持たない一般の参加者や SUPガイドが簡単かつ安全

にデータ取得（機材のセットと移動）を行えることに重点が置かれます。 

取得したデータの解析や解釈は NPECがサポートし、その結果は定期的な評価会議

を通じて、協力してくれた漁業者や観光事業者、市民へフィードバックされる仕組

みとなっています。 

 

② 実施体制と役割分担 
持続可能なモニタリングを実施するため、解析ソフトウェアの導入を前提とした

役割分担を整理した。 

 

 専門機関（NPEC）： 年 2 回（6 月・10 月）の広域観測を実施するととも

に、市民参加型調査のデータ解析および解釈の支援を行う。 
 

 協議会および地域主体： 3 月～9 月にかけて、和倉温泉近辺や舟尾川付近

などの重点観測地点において市民参加型の観測を実施する。市民や SUP ガ

イドは、S U P と Deeper を用いた「データの取得」を主導する。 
 

 データの処理・還元： 取得されたデータは、開発した解析ソフトウェアを

用いて迅速に処理・可視化される。これにより、専門知識を持たない一般

参加者であっても、自分たちが集めたデータが「アマモの分布図」として

可視化されるプロセスを実感できる体制が整った。 
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③ 評価と今後の展開 
収集されたデータや調査結果については、定期的な評価会議を開催し、漁業者、

観光事業者、研究者、行政などの関係者が集い、共有・議論するフィードバック体

制を整える。今後の課題として、専門知識を持たない市民や観光客、SUPガイドが

容易に参加できるよう、簡易マニュアルの整備を進める。自然共生サイトの 5年ご

との審査等も見据え、一過性のイベントに終わらない恒常的なモニタリング体制と

しての定着を目指す。 
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（3） 七尾湾里海インタプリターの育成 
① 実施の目的 

七尾湾の自然環境や里海の価値、保全活動の重要性を地域住民や観光客に対して

「正しく・楽しく」伝えることのできる人材（里海インタープリター）を育成する

ため、「七尾湾里海ガイド研修」を実施した。本研修は、年齢や経験を問わず、七

尾湾の自然に関心がある者や地域の魅力を伝えるガイドを目指す者を対象に広く参

加を呼びかけた。 

 

② 実施概要 

名称: 七尾湾 里海ガイド研修 

日時: 2026年 1月 19日（月） 10:00〜16:00 

場所: 和倉温泉お祭り会館 1階小会議室 

主催: 和倉温泉創造的復興まちづくり推進協議会 

参加者：5名（ガイド、地域おこし協力隊、地元関係者等） 

 

③ 研修プログラムの内容 

研修は、座学および実践を交えた以下の 3つのプログラムで構成した。 

E) 七尾湾の生き物とアマモを知る 

講師: 登美 鈴恵 氏（一般社団法人わくわく自然科学館） 

内容: 「海のゆりかご」と呼ばれるアマモの果たす役割や、現在七尾湾が抱えて

いる減少等の課題について、写真や具体的な事例を用いて分かりやすく

解説を行った。 

F) 市民参加型モニタリング手法 

講師: 寺内 元基 氏（合同会社 GT Designs） 

内容: SUP（スタンドアップパドルボード）や簡易機材を活用し、市民や観光客

が楽しみながら海の状態（藻場の分布等）を調べるための、実践的なモ

ニタリング手法について学習した。 

 

G) 心に届くガイド技術（インタープリテーション） 

講師: 小川 将友 氏（環境教育事務所ネイチャーブランドプランニング） 

内容: 参加者が自然の価値を効果的に伝えるためのプロのコミュニケーション術

（インタープリテーション技術）を学んだ。 
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七尾湾のアマモに関する講義 

 
顕微鏡でアマモを確認する様子 

 
顕微鏡でアマモを確認する様子 

 
モニタリングの方法の講義 
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七尾湾里海ガイド研修チラシ 
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3 今後の課題、次年度以降の取組方針 
（1） 今後の課題 

今年度の取り組みを通じて、七尾湾における里海づくりのビジョン策定やモニタ

リング手法の検討など、一定の成果を得た一方で、以下の課題が明確となった。 

 

① 藻場再生に向けた現状把握と手法の確立 

七尾湾において高水温に耐性を持つ「コアマモ」の保全・拡大が現実的なアプロ

ーチとして確認されたが、現在の正確な分布状況や、移植による増殖が可能なエリ

アの把握が十分ではない。今後は、底質（ヘドロ堆積等）や透明度などの環境要因

も考慮に入れた、科学的かつ具体的な再生手法の検証が必要である。 

 

② 多様な主体による恒常的な連携体制の構築 

保全活動を継続するためには、漁業者、観光事業者、地域住民、行政など多様な

関係者の連携が不可欠である。特に、海への関心が希薄化している現状において、

子どもたちや地域住民が日常的に海と関わり、保全活動の担い手となるような仕組

みづくりが急務である。 

 

③ 自律的かつ持続可能な資金循環の仕組みづくり 

中長期的な活動資金を確保するため、「1% for 里海（宿泊費の一部を保全活動へ

還元）」などの資金循環モデルが提案されたが、各旅館での合意形成や使途の透明

性確保、運用ルールの明確化といった制度設計が今後の大きな課題となる。 

 

（2） 次年度以降の取組方針  
令和 8年度（2年目）および令和 9年度（3年目）に向けて、以下の基本方針に基

づき事業を展開し、環境保全と地域経済が循環する「里海モデル」の確立を目指

す。 

 

① 生態系保全とモニタリングの深化（令和 8年度〜）  

今年度確立した SUPおよび魚群探知機等を用いた市民参加型の沿岸モニタリング

を継続実施し、データの蓄積を図る。令和 8年度には、コンテナでのアマモ育成試

験に着手し、市民参加型イベントを通じてアマモ場の維持・拡大を目指す。また、

これらの活動を基盤として、環境省「自然共生サイト（OECM）」への登録に向けた

検討を進める。 

 

② 里山里海アクティビティセンター（仮）」の設立に向けた調整（令和 8年度〜）  

活動の拠点となる施設の整備に向けて、行政や国交省の護岸復旧工事（親水施設

の整備等）との調整を本格化させる。単なるコンクリート護岸ではなく、復旧工事

で発生した敷石を活用した親水空間の実現に向けて関係機関へ働きかけを行う。令

和 9年度中のセンター運営開始を目指す。 

 

③ 観光コンテンツの拡充とブルーカーボン経済圏の構築（令和 8年度〜令和 9年

度） 
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 育成した「里海インタープリター」を活用し、SUPや漁業体験などの里海体験プ

ログラムを拡充・商品化し、継続的な観光収益源とする。令和 9年度には、蓄積し

たモニタリングデータを活用して「Jブルークレジット」の認証取得および販売を

開始し、企業の CSR・SDGs研修の受け入れ等と連動させた独自の持続的な資金確保

体制へ移行する。 
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4 総括（まとめ） 
令和 7年度は、能登半島地震により甚大な被害を受けた和倉温泉・七尾湾エリア

における「創造的復興」の第一歩として、本事業を通じた「里海づくり」の基盤構

築に注力した 1年であった。 

今年度の最大の成果は、漁業者、観光事業者、地域住民、行政、専門家など多様

なステークホルダーが同じテーブルに集い、対話を重ねることで、「子ども達が安

心して遊び、学び、誇れる海を次の世代へ」という共通のビジョンを策定し、実施

体制を構築できたことである。 具体的な取り組みとしても、高水温に強い「コアマ

モ」の再生という現実的なアプローチを見出し、SUPと魚群探知機（Deeper）を用

いた調査手法の確立、および専用解析ソフトウェアの開発により、専門家だけでな

く市民や観光客が楽しみながら科学的データを蓄積できる「地域参加型モニタリン

グ体制」の基盤を整えることができた。さらに、その牽引役となる「里海インター

プリター」の育成にも着手し、海への関心を取り戻すための人材基盤も形成され

た。 

次年度以降は、今年度築いたこれらの基盤（ヒト・モノの体制）をいかに「自律

的で持続可能な仕組み」へと昇華させるかが最大の焦点となる。 現在国交省等と協

議を進めている護岸復旧工事と連動した親水空間や「里山里海アクティビティセン

ター（仮）」の整備を着実に進めるとともに、育成した人材とモニタリング体制を

活かした里海体験プログラム（エコツーリズム）の拡充を図る。そして、単なる環

境保全活動にとどまらず、宿泊費の一部を還元する「1% for 里海」構想の運用設計

や、蓄積したデータを活用した「自然共生サイト（OECM）」の登録、さらには「J

ブルークレジット」の取得と企業研修の誘致等を通じ、環境価値を地域経済に還元

する「ブルーカーボン経済圏（観光と保全の循環モデル）」の確立を目指す。 

本事業による支援期間の間に、地域資源を活かした独自の資金確保の仕組みを構

築し、公的支援終了後も自走できる体制を作り上げることが我々の使命である。七

尾湾の豊かな生態系の再生と、被災地の生業（観光・漁業）の再建を両立させる全

国の先駆的な里海モデルの実現に向け、地域一丸となって力強く歩みを進めてい

く。 
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